
ICTを使って、
夢をかたちに！
〜作詞・作曲・ゲーム制作〜

小学校教諭

にかとま



高校時代に作ったメロディが
時を越えて、作品になった。

AIの「めろう」に
歌ってもらう。

AI（ChatGPT）に、
作詞のアイデアをもらう。

https://www.youtube.com/watch?v=EJS3uK1xPPY

https://www.youtube.com/watch?v=EJS3uK1xPPY


AIに作詞・作曲をまかせたら･･･

https://www.youtube.com/watch?v=wyapZwG57LU

https://www.youtube.com/watch?v=wyapZwG57LU


AIさん、
僕の名前、
間違ってます
すよ！



人とのコラボは、やっぱり楽しい。

https://www.youtube.com/watch?v=PX7uxDt4aM0

https://www.youtube.com/watch?v=PX7uxDt4aM0


コラボ実現までのやりとり

•※部外秘



大学時代に作ったメロディは
・・・

大学のサークルで、音楽劇の
楽曲依頼を受けたとき、

すでに作っていたメロディを演出家に
出して、ボツになった。（当たり前）

ニーズに合わせて
ちゃんと作らないといけないと

学びました。



大学時代に作ったメロディは
30年越しに、コラボ祭りで完成へ

•※部外秘



大学時代に作ったメロディは
30年経って、MVになった！

https://www.youtube.com/watch?v=1st6P4ftgJY

https://www.youtube.com/watch?v=1st6P4ftgJY


学校でも
クラスのみんなで
歌を作ったことも･･･



♪2年2組のうた
歌も楽器も、すべて子どもたちの演奏で、
私はただぼーっと見てるだけです。
ピアノはKさん、Tさん、Iさんが担当し､
楽譜を最初に指導したら、後は自分たち
で考えてアレンジしたり、最初の出だし
を工夫したりしていたので、もうまかせ
てしまいました。
タンバリン、すず、トライアングルは後
から募集したのですが、こちらも自分た
ちで集まって自主的に練習していたので、
何も言わなくても勝手に上手になって
いっていました。
（当時の学級通信より）



何のために
学ぶのか？



僕はやっぱり・・・
やりたいことを
やるため！



教師がまず、
やりたいことを
やろう！



ICTを使えば、
すべて
実現できます！



中学校時代、
紙と鉛筆とサイコロで遊べる
ゲームをつくって、
友だちと遊んでいました。



大人になってから
パソコンで遊べる
ようにしました。

https://nikatoma.conohawing.com/DB/index.htm

https://nikatoma.conohawing.com/DB/index.htm


頭の中で、想像力のスイッチを
入れて遊ぶのが、
僕の「ゲーム」の原点です。



それから、
20年・・・



ある日、僕は、
思いつきました。



三角形が、
「底辺×高さ÷2～～～！！」
と叫びながら
野球をしたら、

面白いかもしれない。



20年ぶり
に改良。

https://nikatoma.conohawing.com/DB/NounaiYakyuu.html

https://nikatoma.conohawing.com/DB/NounaiYakyuu.html


豊富なエディット機能。

「ゲーム内のデータを部分的に置き換えることで、
オリジナルの要素を少しずつ追加していく」

という遊び方を推奨。



自校の先生たちとも
九九アクションゲームを制作。

学習 × ゲーム で
楽しくべんきょう！

https://scratch.mit.edu/projects/647517580/

https://scratch.mit.edu/projects/647517580/


ICTは、自己実現を助ける

• ICTはツールであり、文房具のように使うことが
推奨されている。
（教師に言われて使うのではなく、
自分で判断して使う。）

•将来的にも、不可欠の道具である。

• ICTでないと時間や手間がかかっていたものが、
時間や手間をかけずに解決できる可能性がある。



さあ、あなたも、
夢のある使い方をしよう！

相談乗ります！

にかとま
nikka@joy.email.ne.jp

mailto:nikka@joy.email.ne.jp
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